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臨床技能教育に関する実態調査は，2009 年 10～11 月に，全国の薬系大学薬学部（計
74 校）を対象に実施した（有効回答数 53 校，有効回答率 71.6％）。結果，臨床技能
教育を何らかの形で導入しているという大学は，53 校中 36 校（67.9％）に上った。
また，「講義」に臨床技能教育を導入している大学は，53 校中 31 校（58.5％），「実
習」に導入している大学は，53 校中 33 校（62.3％）であった。さらに，導入学年と
しては，「4 年生」と回答する割合が最も多かった（36 校中 22 校，61.1％）。薬学教
育モデル・コアカリキュラムへの対応については，「対応させていない」と回答する
大学が大半を占めており，大学独自の工夫の一つとして実施されていることが示され
た（36 校中 16 校，44.4％）。教育設備としては，バイタルサインの測定を行うため












































 調査は，2011 年 9 月～2012 年 3 月（以下，これを「2011 年度」という），及び 2012
年 9 月～2013 年 3 月（以下，これを「2012 年度」という）に行った。対象は， 2010







された。さらに，これらを評価指標として，2011 年度と 2012 年度の年次変化を検討
した。結果，病院実習では，各因子の平均値差が大きく向上していたのに対し，薬局
実習では，大学教員による教育内容や学生支援体制等を表す，「大学側のサポート体
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